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え 

 

場 所：美浜公民館２階第一会議室 

日 時：令和３年１２月１４日（火） 

       13 時０分～16 時０分 

講 師：佐藤青樹 

 

出席者：塩見和昭、谷口勝、長谷川智、 

三浦みちえ、森山裕子、山岸順、 

山口しだれ、山口昇柳、大西旅人 

 

 

 

 
 

課
題
「
わ
く
わ
く
」・
互
選 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
評 

＊ 

佐
藤
青
樹 

 
 

 
 
 

「
５
点
」 

 

退
院
の
朝
は
無
口
が
良
く
喋
る 

 
 
 
 
 
 

み
ち
え 

 

 
 
 
 
  

中
七
の
「
無
口
」
と
下
五
の
「
良
く
喋
る
」
を
対
比
さ
せ
、

上
手
く
出
来
た
句
。 

 

手
作
り
の
パ
ン
の
発
酵
つ
い
見
と
れ 

 
 
 
 

み
ち
え 

 
 
 

絵
が
見
え
、
一
読
明
快
の
句
。 

 

 
会
心
の
走
り
記
録
の
表
示
待
つ 

 
 
 
 
 
 

旅
人 

 
 
 

「
会
心
の
走
り
」
と
「
記
録
の
表
示
待
つ
」
で
「
わ
く
わ
く 

感
」
が
強
調
さ
れ
た
上
手
い
句
。 

  

 
 
 
 

「
４
点
」 

 

あ
す
逢
え
る
わ
く
わ
く
吊
る
す
赤
い
服 

 
 
 

裕
子 

 
 
 

 
 
 
  

 

中
七
か
ら
下
五
へ
か
け
て
の
「
わ
く
わ
く
吊
る
す
赤
い
服
」

で
「
わ
く
わ
く
感
」
を
強
調
し
た
上
手
い
句
。 

 

劣
勢
の
流
れ
を
変
え
る
応
援
歌 

 
 
 
 
 
 

勝 

 
 
 
  

 

上
五
か
ら
中
七
に
か
け
て
の
「
劣
勢
の
流
れ
を
変
え
る
」

が
効
い
た
句
。 

解
除
さ
れ
あ
れ
こ
れ
迷
う
ス
ニ
ー
カ
ー 

 
 
 

み
ち
え 

 
 
 
 

 
 
 
  

 

参
考:  

G
o To

へ
行
先
迷
う
ス
ニ
ー
カ
ー 
な
ど
は
、
い

か
が
で
し
ょ
う
。 

白
む
窓
待
ち
に
待
っ
て
た
呱
呱
の
声 

 
 
 
 

裕
子 

 
 

 
 
 
  

絵
が
見
え
、
一
読
明
快
の
句
。 

 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
   

「
３
点
」 

 

整
形
後
熱
い
視
線
が
追
っ
て
く
る 

 
 
 
 
 

順 

 
 
  

 

一
読
明
快
の
句
。 

 

ミ
リ
オ
ネ
ア
浮
き
世
に
あ
き
て
無
重
力 

 
 

 
 

和
昭 

 
 
 
  

中
七
の
「
浮
き
世
に
あ
き
て
」
と
下
五
の
「
無
重
力
」
で
「
わ

く
わ
く
感
」
が
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
上
手
い
句
。 

ド
キ
ド
キ
の
判
定
を
待
つ
万
馬
券 

 
 
 
 
 

順 
 
 

 
 
 
  

絵
が
見
え
、
一
読
明
快
の
句
。
参
考:

鼻
先
の
判
定
を
待
つ

万
馬
券 

な
ど
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

タ
ガ
外
れ
今
の
う
ち
に
と
ハ
メ
外
す 

 
 
 
 

和
昭 

 
 
 
 
  

参
考: 

コ
ロ
ナ
へ
の
タ
ガ
が
外
れ
て
外
す
ハ
メ 

な
ど

は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

  
 

 
 

「
２
点
」 

わ
く
わ
く
と
ド
キ
ド
キ
同
居
宇
宙
旅 

 
 
 
 

勝 

 
 
 
  

参
考: 

わ
く
わ
く
も
ド
キ
ド
キ
も
す
る
宇
宙
旅 

な
ど

は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。 

制
服
が
ま
ぶ
し
く
光
る
投
票
日 

 
 
 
 
 
 

智 

 
 
 
 
  

制
服
が
ま
ぶ
し
く
光
っ
て
見
え
て
い
る
の
は
、
初
め
て
投
票

を
経
験
す
る
誇
ら
し
げ
な
高
校
生
自
身
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と

も
、
そ
の
高
校
生
を
見
て
い
る
大
人
で
し
ょ
う
か
。 

減
少
に
友
と
出
で
湯
の
旅
プ
ラ
ン 

 
 
 
 
 

裕
子 

   

  
 

参
考: 

感
染
者
減
っ
て
出
で
湯
の
旅
プ
ラ
ン 

な
ど
は
、 

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 
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夫
を 

  
  

 
 「

１
点
」 

ラ
グ
ビ
ー
オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
ス
負
わ
く
わ
く 

 

昇
柳 

 
 
 
  

参
考: 
オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
ス
破
り
わ
く
わ
く
す
る
フ
ア

ン 

な
ど
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

紅
葉
狩
り
今
年
は
行
く
ぞ
ニ
ュ
ー
シ
ュ
ー
ズ 

 

し
だ
れ 

 
 
 
 
 

絵
が
見
え
、
一
読
明
快
の
句
。 

ラ
グ
ビ
ー
の
勝
つ
喜
び
を
や
っ
と
知
り 

 
 
 

昇
柳 

連
敗
の
チ
ー
ム
が
や
っ
と
勝
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
や
る 

気
の
な
い
選
手
達
が
偶
然
勝
ち
、
勝
つ
喜
び
を
知
っ
た
の
で 

し
ょ
う
か
。
こ
の
句
を
読
む
人
の
心
象
に
任
せ
た
句
か
。 

当
選
番
号
照
ら
し
合
わ
せ
る
ま
で
の
夢 

 
 
 

和
昭 

 

絵
が
見
え
、
一
読
明
快
の
句
。 

ソ
ー
ラ
ン
の
声
に
誘
わ
れ
踊
り
だ
す 

 
 
 
 

勝 
 
 

 

絵
が
見
え
、
一
読
明
快
の
句
。 

 
 
 

「
選
外
」 

１
４
歳
親
の
代
理
を
ご
ま
か
せ
ず 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
  

こ
の
句
、
ど
ん
な
場
面
な
の
か
見
え
て
こ
な
い
と
「
そ
り

ゃ
あ
そ
う
だ
」
の
句
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
。 

 

遠
足
の
高
揚
僕
に
は
も
う
な
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
  

 
 

参
考: 

ま
た
同
じ
丘
へ
遠
足
つ
ま
ら
な
い 

な
ど
、
高

揚
感
が
な
い
理
由
や
原
因
を
読
み
込
め
れ
ば
、
絵
が
み
え
て

く
る
の
で
は
。 

 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
五
千
ポ
イ
ン
ト
二
ヶ
月
後 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

一
読
明
快
の
句
。 

 

 

あ
す
遠
足
つ
い
つ
い
笑
い
顔
に
な
る 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
  

一
読
明
快
の
句
。
参
考: 

遠
足
は
明
日
笑
顔
と
な
る
仲
間 

 

な
ど
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。 
 

患
者
数
減
り
見
え
て
く
る
ネ
オ
ン
街 

 
 
 
 
 
 

 

 
  

 

参
考: 

患
者
数
減
っ
て
ネ
オ
ン
に
誘
わ
れ
る 

な
ど
は 

い
か
が
で
し
ょ
う
。 

ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ラ
ム
ト
ラ
イ
正
わ
く
わ
く 

 

 
 

参
考: 

ス
ク
ラ
ム
ト
ラ
イ
決
め
て
小
躍
り
す
る
仲
間 

な
ど
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。 

 
 
 

 

 

選
挙
戦
出
口
で
判
か
る
当
落
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  

参
考:

 

マ
ス
コ
ミ
の
出
口
調
査
に
沸
く
事
務
所 

な
ど

は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

バ
ー
ス
デ
ィ
老
舗
折
り
詰
め
さ
あ
開
く 

 

 
 
 
 

参
考: 

豪
勢
な
折
詰
開
く
バ
ー
ス
デ
ィ 

な
ど
は
、
い 

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

  

 

【溜り場】前句附と十四音短句川柳  

七音を二つ重ねただけの川柳がある。五七五、または七七の音からなる句を前句（題）と称して初めに提示し、

集会者はこれに七七、または五七五を下または上の句として作句して、全体が短歌形となるように整える前句附と

いう余興(?) があるらしい。提示する七七音の句を前句としてではなく独立したものとして扱えば、十四音川柳と

なる。たとえば令和３年９月号「川柳マガジン」にある、前句として与えられた下の句「綺麗さっぱり忘れられる

さ」（これだけを取り出せば十四音川柳となる）に対して、「弁護士の試験落ちたら別れよう」（佐野純）と応えれ

ば前句附となる。前句附は元来、連歌(五七五七七五七五七七…と続ける)に派生するとされているが、起源のいか

んにかかわらず七音二つの十四音川柳はある種の情感の広がりや余韻を残すところがあり、興味深い。（旅人） 
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夫
を 

 
 
 

自
由
吟
・
佐
藤
青
樹
選 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
「
秀
」 

第
三
の
人
生
芽
吹
く
八
十
路
坂 

 
 
 
 
 
 

勝 

 

Ｃ
Ｏ
２
減
ら
せ
と
叫
ぶ
石
油
高 

 
 
 
 
 
 

勝 

 

丈
夫
だ
け
の
人
生
と
言
う
味
気
な
さ 

 
 

 
  

順 

 

一
瞬
で
余
裕
が
赤
字
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ 

 
 
 
 

し
だ
れ 

子
が
巣
立
ち
飛
ん
で
い
き
ま
す
あ
な
た
か
ら 

 

順 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

「
客
」 

 

終
活
に
断
捨
離
を
し
て
旅
仕
度 

  
  

 
 
 

勝 

合
の
手
を
入
れ
て
止
ま
ら
ぬ
妻
の
愚
痴 

 
 
 

順 

ビ
ビ
ッ
と
き
て
メ
ー
ル
で
告
る
と
ん
で
る
派 

 
和
昭 

 

雨
上
が
り
ア
ー
ト
の
よ
う
な
落
葉
踏
む 

 
 
 

み
ち
え 

さ
ざ
波
で
終
っ
て
ほ
し
い
オ
ミ
ク
ロ
ン 

 
 
 

裕
子 

  
 
 
 

 

「
人
」 

 

Ａ
Ｉ
を
超
え
た
一
手
が
追
い
詰
め
る 
 
 
 
 

和
昭 

  
 
 
 

 

「
地
」 

エ
ン
ド
ロ
ー
ル
余
韻
が
椅
子
へ
ま
だ
続
く 

 
 

裕
子 

  
 
 
 

 
 

「
天
」 

 

小
包
と
届
い
た
文
字
が
温
か
い 

 
 
 
 
 

 
 

み
ち
え 

 
 

 

鑑
賞
コ
ー
ナ
ー 

 

「
十
四
音
短
句
川
柳
」 

 
 
 
 

（
一
）「
川
柳
さ
い
た
ま
」
令
和
３
年
８
月
号
か
ら 

・
嘘
の
話
に
相
槌
を
打
つ
（
岡
田
秀
夫
） 

 
 

 
 

・
会
話
で
分
か
る
脳
の
良
し
悪
し
（
興
津
幸
代
） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
雑
魚
は
雑
魚
な
り
胸
張
っ
て
生
き
（
西
松
忠
義
） 

・
早
出
残
業
無
償
主
婦
業
（
角
屋
教
子
） 

・
家
系
辿
っ
て
我
が
身
納
得
（
堀
江
太
田
史
） 

 

・
見
栄
を
張
っ
て
も
所
詮
老
骨
（
織
田
和
子
） 

・
蝉
に
あ
げ
た
い
無
駄
な
長
命
（
織
田
和
子
） 

 

・
抜
く
を
た
め
ら
う
錆
び
た
宝
刀
（
柳
沢
旭
日
） 

・
有
り
や
無
し
や
も
知
れ
ぬ
こ
の
先
（
柳
沢
旭
日
） 

・
ワ
ク
チ
ン
予
約
密
で
待
た
さ
れ
（
蒼
木
冬
虫
） 

・
ペ
ー
ジ
閉
じ
る
と
変
わ
る
風
向
き
（
宮
本
彩
太
郎
）
・
嵩
む
請
求
振
る
空
財
布
（
宮
本
彩
太
郎
） 

・
夢
が
欲
し
く
て
闇
に
飛
び
込
む
（
北
村
隆
夫
） 

・
泣
か
ぬ
人
よ
り
好
き
だ
泣
く
人
（
宮
本
彩
太
郎
） 

（
ニ
）
小
池
正
博
「
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
柳
人
６ 

小
池
正
博
集
」（
邑
書
林 

2
0

0
5

）
か
ら 

・
水
に
映
っ
た
自
画
像
を
釣
る 

 
 
 
 
 
 
 

・
レ
シ
ピ
通
り
に
混
ぜ
る
溜
息 

・
忘
恩
の
ま
ま
晩
鐘
を
聴
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
琥
珀
の
中
で
百
年
を
待
つ 

・
背
筋
伸
ば
し
て
傭
兵
の
夢 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
居
心
地
の
よ
い
蛸
壺
と
知
る 

・
虎
を
仕
留
め
る
晴
れ
た
密
林 

 
 
 
 
 
 
 

・
大
事
な
と
き
に
後
出
し
の
癖 

・
回
転
止
め
て
腐
る
地
球
儀 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
玉
手
箱
か
ら
暴
言
が
飛
ぶ 

・
野
菜
市
場
で
哲
学
を
売
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
荷
物
の
中
身
訊
か
ぬ
友
情 

 
 
 
 

（
三
）
深
沢
商
店
「
週
刊
ナ
イ
ス
」
各
号
か
ら 

・
ご
飯
美
味
し
く
な
い
な
默
食
（
市
川
勲
） 

 
 

・
姉
妹
と
い
う
か
お
ば
さ
ん
２
人
（
み
ち
な
り
） 

 

・
ひ
と
り
の
美
人
が
壊
す
友
情
（
千
詠
み
） 

 
 

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
い
つ
ま
で
も
母
（
市
川
勲
） 

・
ツ
ン
デ
レ
で
爺
あ
や
つ
る
５
歳
（
千
詠
み
） 

 

・
涙
の
効
果
知
っ
た
３
歳
（
市
川
勲
） 

・
練
り
な
が
ら
減
る
さ
つ
ま
い
も
餡
（
ト
ラ
コ
） 

 

・
死
ん
で
い
な
い
と
出
す
年
賀
状
（
市
川
勲
） 

 

・
見
な
き
ゃ
良
か
っ
た
「
あ
の
人
は
い
ま
」
（
炊
き
込
み
ご
飯
） 

・
栄
養
こ
だ
わ
り
謎
め
く
料
理
（
花
う
ら
ら
） 

・
舌
で
抑
え
る
落
ち
そ
う
な
差
し
歯
（
打
々
っ
鼓 

）・
ア
ク
リ
ル
板
が
曇
る
た
め
息(

市
川
勲
） 

・
な
ん
と
か
着
た
が
脱
げ
な
い
試
着
（
み
ち
な
り
） 

・
後
悔
し
て
も
消
え
ぬ
公
開
（
花
う
ら
ら
） 
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葉
県
川
柳
大
会
（
誌
上
大
会
）
の
投
句
に
参
加
し
て
タ
イ 

 

課
題
「
セ
ッ
ト
」・
二
人
選 

山
口
し
だ
れ
選 

 

  
 
 

「
秀
」 

 

抱
き
合
わ
せ
い
ら
な
い
ほ
う
は
す
ぐ
に
捨
て 

 

旅
人 

 

マ
ッ
ピ
ン
グ
臨
場
感
を
ハ
イ
に
す
る 

 
 
 
 

和
昭 

 
 
 
 
 

う
な
重
に
肝
吸
い
付
け
て
古
希
祝
う 

 
 
 
 

勝 

 

夫
婦
間
コ
ロ
ナ
禍
の
中
強
く
な
る 

 
 
 
 
 

智 

 

迂
闊
に
も
夫
婦
茶
碗
が
一
つ
欠
け 

 
 
 
 

 

み
ち
え 

 
 

 
 

 
 

「
客
」 

お
で
か
け
の
セ
ッ
ト
に
マ
ス
ク
仲
間
入
り 

 
 

順 

お
揃
い
の
食
器
今
で
は
持
て
余
す 

 
 
 
 
 

み
ち
え 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

傘
寿
過
ぎ
セ
ッ
ト
で
居
て
と
娘
に
言
わ
れ 

 
 

み
ち
え 

不
揃
い
の
皿
と
カ
ッ
プ
が
興
を
添
え 

 
 
 
 
 

旅
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

リ
セ
ッ
ト
を
し
て
終
章
を
弾
ま
せ
る 

 
 

 
 

裕
子 

 
 

 

 
  
 
 

「
人
」 

 

孫
と
爺
一
緒
に
祝
う
誕
生
日 

 
 
 
 
 
 
 

順 

 
 
 
 

「
地
」 

 

フ
ァ
イ
ナ
ル
の
セ
ッ
ト
死
守
し
た
金
メ
ダ
ル 

 

裕
子 

 
 
 
 

「
天
」 

 

愛
お
し
む
夫
婦
茶
碗
は
欠
け
も
せ
ず 

 
 
 
 

和
昭 

 
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

「
軸
」 

 

遺
産
分
け
姉
と
セ
ッ
ト
で
扱
わ
れ 

 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【掲示板】 

１．2月例会のお知らせ 

 ・日時 ：令和 4年 2月 8日（火） 

      13時 00分～16時 00分 

 ・場所 ：富岡公民館第一会議室 

・課題「醍醐味 」 ：互選  ３句 

 ・課題「ライバル」 ：二人選  ３句 

 ・自由吟           ３句 

 

 

２．「犬吠」12 月号掲載会員句（掲載順）  

  墓を建て冥土の旅の予約する（勝） 

ウィズコロナ御洒落心が目を覚ます（みちえ） 

苗揃い秋の風情の庭造り（しだれ） 

忙しく暮らしぽっくり死ぬは良い（昇柳） 

命日に集える佳き日与えられ（裕子） 

友の死が終活ノート急がせる（和昭） 

夫婦喧嘩ゴキブリが出て勝ち拾う（順） 

 

 

 

 


